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ケ
ー
ス
の
概
要

Ａ
さ
ん
（
４３
歳
・
女
性
）
は
、
老
後

の
生
活
資
金
を
真
剣
に
考
え
始
め
て
い

る
。
勤
務
す
る
会
社
の
定
年
は
６５
歳
。

退
職
後
、
体
が
元
気
な
７５
歳
く
ら
い
ま

で
は
、
あ
ち
こ
ち
旅
行
に
行
き
た
い
と

も
考
え
て
い
る
。
年
金
定
期
便
で
受
け

取
れ
る
年
金
額
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
公

的
年
金
等
の
ほ
か
に
毎
月
８
万
円
く
ら

い
の
収
入
が
あ
れ
ば
、
ゆ
と
り
あ
る
老

後
が
過
ご
せ
そ
う
だ
と
考
え
て
い
る
。

●

一
般
的
に
は
、
後
述
す
る
ケ
ー
ス

２
の
お
客
様
の
よ
う
に
「
何
と

な
く
将
来
が
心
配
」
と
い
っ
た
漠
然
と

し
た
不
安
か
ら
、
金
融
商
品
に
よ
る
積

立
て
を
始
め
る
方
が
多
い
。

一
方
で
、
本
ケ
ー
ス
の
お
客
様
は
、

「
老
後
資
金
と
し
て
退
職
後
１０
年
間
、

○
万
円
く
ら
い
あ
る
と
安
心
だ
か
ら
、

そ
の
た
め
の
資
金
を
準
備
し
た
い
」
と

い
う
よ
う
に
目
的
が
明
確
か
つ
計
画
的

で
意
欲
の
高
い
方
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
タ
イ
プ
の
お
客
様
は
、
３０
歳
代
後
半

か
ら
４０
歳
代
の
、
特
に
独
身
女
性
に
多

い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

積
立
投
信
の
売
却
益
で

個
人
年
金
の
保
険
料
を
前
納

こ
う
し
た
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
に
は
、
図
表
１
の
よ
う
な
プ
ラ

ン
の
定
額
個
人
年
金
保
険
（
以
下
、
個

人
年
金
保
険
）
を
提
案
す
る
こ
と
が
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
加
え
て
、
積
立

投
資
信
託
を
組
み
合
わ
せ
た
「
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
な
老
後
資
金
準
備
」
を
提
案
し

て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

具
体
的
に
は
、
個
人
年
金
保
険
に
加

入
し
つ
つ
、
同
時
並
行
的
に
積
立
投
資

信
託
も
行
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
利
益

が
出
て
い
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で
積
み
立
て

て
き
た
投
資
信
託
を
売
却
し
て
、
売
却

に
よ
っ
て
得
た
資
金
で
個
人
年
金
保
険

の
保
険
料
を
一
部
前
納
す
る
と
い
う
も

の
だ
。
こ
れ
は
、
筆
者
自
身
が
実
際
に

行
っ
て
い
る
方
法
で
も
あ
る
。

図
表
２
は
、
図
表
１
の
個
人
年
金
の

保
険
料
を
、
投
資
信
託
の
売
却
益
に
よ

り
１１
年
分
前
納
し
た
と
仮
定
し
た
プ
ラ

ン
。
前
納
に
よ
り
、
約
１４
万
円
分
の
保

険
料
が
浮
い
た
計
算
に
な
る
。
積
立
投

資
信
託
の
利
益
プ
ラ
ス
個
人
年
金
保
険

の
前
納
割
引
が
享
受
で
き
る
わ
け
だ
。

さ
ら
に
、
前
納
に
よ
り
保
険
料
の
支

払
い
が
不
要
に
な
る
た
め
、
保
険
料
相

当
分
を
積
立
定
期
預
金
な
ど
に
回
す
こ

と
が
で
き
る
。
７５
歳
以
降
の
老
後
資
金

の
準
備
に
も
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

積
立
投
資
信
託
の
強
み
は
、「
時
間

分
散
」
や
、
い
わ
ゆ
る
ド
ル
コ
ス
ト
平

均
法
に
よ
る
「
コ
ス
ト
の
低
減
化
」
に

加
え
、「
売
却
（
解
約
）
の
時
期
が
自

由
」
と
い
う
点
も
挙
げ
ら
れ
る
。
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な
相
場
下
落

局
面
で
は
売
却
せ
ず
に
積
立
投
資
信
託

を
継
続
し
、
基
準
価
額
が
回
復
し
た
局

面
で
売
却
す
れ
ば
よ
い
。

積
立
投
信
で
は
な
く
積
立
定
期
や

終
身
保
険
を
活
用
す
る
方
法
も

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
プ
ラ
ン
は
「
個
人

年
金
保
険
の
保
険
料
」
と
「
積
立
投
資

信
託
の
原
資
」
の
両
方
を
、
コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
払
い
続
け
ら
れ
る
家
計
の
余
力

が
あ
る
こ
と
が
前
提
だ
。

ま
た
、
当
然
な
が
ら
積
立
投
資
信
託

は
利
益
が
約
束
さ
れ
た
金
融
商
品
で
は

な
い
。「
利
益
が
出
て
い
な
い
た
め
に

売
却
で
き
ず
、
保
険
料
の
前
納
が
で
き

な
い
」
と
い
う
可
能
性
が
あ
る
こ
と
も

理
解
し
て
も
ら
お
う
。
加
え
て
、
売
却

の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
お
客
様
自
身
に
判
断

し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
る
点
は
き
ち
ん

と
説
明
し
た
い
。
自
己
責
任
と
い
え
ば

そ
れ
ま
で
だ
が
、
投
資
な
ら
で
は
の

「
楽
し
み
」
を
味
わ
え
る
と
い
う
点
を

伝
え
て
み
よ
う
。

個
人
年
金
保
険
の
保
険
料
の
前
納
に

充
て
る
資
金
は
、
積
立
投
資
信
託
で
は

な
く
、
積
立
定
期
預
金
や
低
解
約
返
戻

金
型
終
身
保
険
を
活
用
し
て
準
備
す
る

方
法
も
あ
る
。
し
か
し
、
例
え
ば
後
者

に
つ
い
て
は
図
表
３
の
と
お
り
、
払
い

込
ん
だ
保
険
料
の
累
計
に
対
す
る
解
約

返
戻
金
額
が
い
ま
一
つ
で
あ
る
点
に
留

意
し
た
い
。

と
こ
ろ
で
、
個
人
年
金
保
険
に
限
ら

な
い
が
、
定
額
の
生
命
保
険
商
品
は
イ

ン
フ
レ
に
弱
い
。
そ
こ
で
、
積
立
投
資

信
託
の
売
却
資
金
を
前
納
に
充
て
ず
、

老
後
の
時
期
ま
で
継
続
す
る
と
い
う
の

も
一
つ
の
方
法
で
あ
る
。

特
に
株
式
投
資
信
託
は
イ
ン
フ
レ
に

強
い
と
さ
れ
て
い
る
。
個
人
年
金
保
険

だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
イ
ン
フ
レ

に
備
え
ら
れ
る
の
も
、
積
立
投
資
信
託

を
訴
求
す
る
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

図表２ ハイブリッドな老後資金準備のイメージ図
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受
取
額
を
決
め
て
老
後
資
金
を
計
画
的
に
貯
め
て
い
き
た
い
４０
歳
代
の
お
客
様

個
人
年
金
プ
ラ
ス
積
立
投
信
に
よ
り

保
険
料
を
前
納
す
る
方
法
を
提
案

ケースス
タディ こんなニニーーズズのある
お客様にはこう提案しよう

ここでは、五つのケースを挙げて、定額個人年
金を中心とした提案プランを解説する。
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図表１ 個人年金保険の提案例

女性・４３歳

毎月３５，００９円

６５歳まで

９，２４２，３７６円

９６万円

６５歳

１０年間

９６０万円

１０３．９％

性別・契約時の年齢

保険料額

払込期間

保険料の払込累計

年金額

受取開始年齢

受取期間

受取総額

戻り率（前納は考慮せず）

図表３ 低解約返戻金型終身保険の提案例

女性・４３歳

３６，２８２円

５３歳

４，３５３，８４０円

６００万円

終身

５４歳時４，２９３，３０６円 ９８．６％

５６歳時４，３７１，９７２円１００．４％

６５歳時４，７４３，００６円１０８．９％

図表４ ハイブリッドな老後資金準備のメリット

☆積立投資信託を活用することで…

・時間分散やコストの低減が図れる

・売却（解約）の時期を問わない

・インフレにも備えられる

☆個人年金保険の一部（全期）を前納すれば…

・前納割引によるコストの低減が図れる

・個人年金保険料控除は毎年受けられる

・前納により保険料の支払いがなくなるので、

浮いた保険料で積立定期預金などができる

性別・契約時の年齢

月額保険料額

払込終了時の年齢

払込総額

保険金額

保障期間

解約返戻金額と戻り率
（解約返戻金を受け取
ると契約は終了）

特集■商品メリットを活かした定額個人年金保険の提案ノウハウ
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